は　　じ　　め　　に

　本県における災害時こころのケアに関する取り組みは、平成１６年１０月、新潟県知事からの「平成１６年度新潟県中越地震の被災者に対する医療救護活動等への参加」を求める通知に基づき、はじめて避難施設等でこころのケア活動に携わる専門職員を新潟県小国町（現在、長岡市）に派遣したことに始まりました。
この震災においては、関係者の努力と多くの支援の手によって、様々な支援活動が行われ、これまで無いに等しかった中から災害時のこころのケア体制が形づくられました。こうした被災地へのこころのケアチームの派遣やこころのケア活動などの経験を踏まえて、本県においても災害時におけるこころのケア活動マニュアルを早急に作成する必要があると考え、平成１８年３月に岩手県こころのケア研究会の協力をいただき、「岩手県災害時こころのケアマニュアル」を作成しました。このマニュアルは、市町村や保健所、精神保健福祉センター職員のほか、これら職員とともに支援活動に従事する方々を対象に、こころのケアの手引書として、平常時の対策から災害発生時に現地で支援活動を行っていく上で必要なこころのケアに関する知識や対応などを取りまとめたものでした。

本県は、平成２１年６月に「平成２０年岩手・宮城内陸地震」、７月には「岩手県北部を震源とする地震」と相次いで災害に見舞われましたが、このマニュアルに基づいた支援活動により一定の成果があげられたと考えています。その一方、実際の支援活動を通じるなかで、災害時初期の対応やアセスメント評価表等について見直しをする必要が認められました。限られた資源で継続的な地域全体のケアを考える場合は、被災状況や、元々対象地域が抱えてきた精神保健課題、精神医療資源に配慮しながら、介入対象集団と方法を柔軟に選択することが大切です。今般、災害支援に従事した方々から意見をいただいたこともあわせて、「岩手県災害時こころのケアマニュアル」の見直しを図りました。

　マニュアルの検討の際、多くの方々からご意見をいただいたことに深く感謝申し上げます。
　　平成２２年３月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩手県精神保健福祉センター　所　長　　黒　澤　美　枝　　　　
